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１ はじめに 

 現在，貧困や感染症，気候変動，戦争など数多くの問題

が世界中で解決急務とされており，地球上で安定して暮ら

し続けるため，国連サミットでは課題解決に向けた17の目標

として2015年に「持続可能な開発目標（Sustainable Developme

nt Goals）」を掲げた。その後改定された中学校学習指導要

領技術・家庭科の家庭分野の目標において柱となった「生

活の営みに係る見方・考え方」でも，さまざまな生活事象を

持続可能な社会の構築等の視点で捉え，よりよい生活を営

むために工夫することと示されている。生徒はさまざまなメ

ディアにおいて「持続可能な社会」「SDGs」などの言葉を目

にし，「環境にやさしい暮らし」を送っていかなければならな

いと認識し，行動している。実際にそれらを意識した行動は

どんなことが思い浮かぶかと生徒に質問すると，プラスチッ

クごみ削減のためにレジ袋を断ってエコバッグを使用して

いる，ごみの分別を意識している等と答える生徒が多い。し

かし，実際には自然環境だけでなく，生産者の労働環境や

賃金，エネルギー問題等のさまざまな視点・立場から多角

的に課題を捉えることが必要である。また，インターネットや

SNSの普及により，個人でも手軽に意見が発信できるように

なった情報社会において，飽和する情報の中から正誤性

を見極め，取捨選択していくといったスキルを身に着けるこ

とも重要である。そのうえで，消費者市民として現在および

将来の世代にわたって自身の消費行動が社会経済情勢

や地球環境に影響を及ぼし得ることを自覚することが公正

で持続可能な社会の形成につながると考える。 

 そこで，よりよい生活の実現や持続可能な社会の構築に

向けて，思考力・判断力・表現力を高め，消費者市民社会

の担い手としての自覚を持ち，自ら選択・行動できる生徒の

育成を目指し，研究主題を設定した。 

 

２ 研究のねらい 

（１）生徒の実態 

 令和５年１２月，県内生徒約1291人を対象に実態調査を

行った。「家庭分野の授業で学んだことを生活に活かそうと

している。」という態度に関わる質問に対し，8０％以上の生

徒が「あてはまる」と回答している。しかし，「普段から生活を

便利にするために工夫したり，考えたりするほうだ。」という質

問に対し「あてはまる」と答えた生徒は５５％程度に留まって

おり，学習内容を今後の生活に活かそうという意識はあるも

のの，実際にどうしたらより便利にできるか具体的に考える

思考力には結びついていない生徒も多いことがわかる。ま

た，「家庭の学習で分からないことがあったときに，どのように

解決するか。」という質問に対する回答では，友達に聞く，教

科書やプリントで調べるという解決法に続き，タブレットやス

マートフォンで調べると答えた生徒は半数以上であった。こ

のことから，生徒にとってインターネットを用いて分からないこ

とを調べたり情報収集を行うことは日常生活の中で当たり前

に行われている手段であることがわかる。さらに生徒の多く

は，普段の生活の中で，ほしいものをお小遣いの範囲でや

りくりするために値段や賞味・消費期限，自分が本当に欲し

いかどうか考えたり，お小遣い帳等に記録をつけたり工夫し

ていると生徒が多かったものの，商品の産地や労働問題，

環境までに思考を巡らせ買うものを決めている生徒は少な

い。「３R」の言葉の意味は知っており，環境のためにごみの

分別の徹底や電気のこまめな消灯を心がける等身近な部

分での工夫は出来ているものの，「自分の行動を地域や社

会と結び付け，目を向けようとするまで至っていない」生徒が

多く見受けられる。 



以上のことから，多くの生徒が持続可能な社会の実現に向

けて消費者市民社会の担い手として自覚し，行動できてい

るとは言えない現状がある。そこで以下のように目指す生徒

像を設定した。 

 

 

 

 

（２）目指す生徒像 

 生徒の実態を踏まえ，目指す「生徒像を次のように設定

した。 

消費者市民社会の担い手としての自覚を持ち，自ら選択・

行動できる生徒 

 「消費者市民社会の担い手としての自覚」とは，中学生も 

立派な消費者の一員であることを自覚させ，物資・サービス 

の購入から廃棄までの自分や家族の消費行動が，環境へ

の負荷を軽減させたり， 企業への働きかけとなって商品の

改善につながったりすることなどを理解できるということを指

す。 

「自ら選択・行動できる生徒」とは，学んだことを自分の生活

と関連付けて考え，適切な解決方法を選び，実践に向けて

具体的に行動ができるということを指す。また，衣食住に関

わる多くのものが限りある資源であり，自分だけでなく多くの

人が行ったり，長期にわたって続けたりすることが資源の有

効活用につながると同時に，商品や企業運営の改善につ

ながることにも気づくことができるようにしたい。値段や鮮

度，原産国といった見た目だけの情報だけでなく，商品・製

品が作られた背景に疑問や関心をもち，よく考えて購入す

ることができるような消費者を目指すということである。 

 このような生徒の育成には，さまざまな物資やサービスな

どを選択し行動するための多様な視点の形成と経験が不

可欠である。粘り強く学習に取り組む中で，自己調整力を

培うことができる授業の工夫が必要であると考え，実践を行

った。 

 

３ 研究内容 

（１）３年間を見通した年間指導計画の作成 

 表１は，「消費生活と環境」に関わる授業の年間指導計

画である。本研究にあたり，「消費生活・環境」の内容に関

わる授業と年間指導計画の実態調査を行った。「『消費生

表１-１ 

図１ 環境を考えた生活を送っているか 

図２ 普段の生活の中で自ら考えて商品を選んでいるか。

当てはまる行動すべてにチェックを付けてください。 

表１ 3年間を見通した年間指導計画 



活と環境』の授業で，生徒の粘り強さを高めるための工夫，

自己調整力を高めるための工夫はなにか」という質問に対

し，「題材として身近なものを取り扱い，課題を立てさせ自分

ごととして捉えられるよう設定する」「グループ活動による多

様な考えの共有」「食生活・衣生活の単元とリンクさせて，自

身の意思決定場面を設定する」「生徒自身に考えさせる活

動を繰り返し積み重ねていく」というような意見がみられた。

このことから，３年間を通してA，Bの内容を履修した際に関

連付けた授業を繰り返し行うことで，定着を図ることをねらい

とした年間指導計画を作成した。衣食住それぞれの内容の

学習と組み合わせて行うことで，より多くの立場や視点から

考え，課題をもって，持続可能な社会の構築に向けて考

え，工夫する活動を通して，消費生活・環境に関する知識

及び技能を身に付け，身近な消費生活と環境についての

課題を解決する力，工夫し創造しようとする実践的な態度

を育てると考えた。 

 また，指導に際してはICTを授業内に積極的に取り入れる

ことで，選択に必要な情報の収集・整理や信頼性について

話し合ったり，情報を取捨選択したりするための技能を育て

ることをねらいとしている。 

 「『消費生活と環境』の授業で困っていること，難しいと感じ

ることはあるか」という質問に対して「生徒がもっと身近に感

じる題材や最新のニュースなどについて学ばなければなら

ないが教材研究の時間が不足している」「最新の金融状

況，子どもを取り巻く実態の情報が不足しがちで，短い時

間数のなかで伝えようとすると説明が多くなってしまう」とい

った課題が明らかになった。調査の結果，３年間のうち「消

費生活・環境」に割り振られている時間数は平均で約８．５

時間となっている。短い時間数の中で生徒の興味関心を

引き出しつつ，効率的に指導を行うために，「持続可能な

社会を目指して」の内容をもとに，今の自分の生活の課題

を見つけ，長期休業中に実践し，レポートを仕上げてくる課

題を出したり，話し合いやグループ活動といった生徒主体

の授業で学びを深めたり，総合の時間を活用し，企業等に

よる出張授業といった外部機関との連携を図るなどする。さ

らに，消費者教育は社会の授業内容と絡め，３年生後半で

実施することで教科横断的な指導が可能になる。 

（２）授業実践（情報を活用した上手な購入「どんな

観点でさつまいもを選んだらよいだろうか」第3学年

実施） 

①学習内容 

 この授業では，中学生にとって身近な商品を取り上げ，

情報の収集・整理や信頼性について話し合う活動を通して

自立した消費者として消費行動について問題を見出して

課題を解決する力が身につくであろうと考え授業実践を行

った。 

 まず，値段や見た目が異なる３種類のさつまいもを題材に

し，それぞれの値段のみを伝えて自分ならどれを選ぶか生

徒に考えさせる。その際，購入場所や産地，味の特徴な

ど，値段以外に知りたい情報を上げさせ，得られた情報か

らどのさつまいもを選ぶかを考えさせ，その際の視点をワー

クシートに記入する。その後，Google Jamboardの付箋機能を

使い，４人班で意見交換をし，交流後新たに得られた観点

も踏まえ，再度自分ならどれを購入するか考えさせる。Jamb

oardを用いることで意見を出しやすく，かつ他の班が入力し

た内容もタブレットで確認できることで，より多くの視点に触

れ考えを深められるようにした。ワークシートと共に振り返り

シートも記入させ，意見交流を通して得られた新たな視点も

踏まえ，考えを深めているかを記述で確認し，主体的に学

習に取り組む態度を評価した。 

②授業実践の成果 

  値段や本数だけを提示した後に，生徒が何かを購入す

るときに大切にしたいポイントを考え，その情報を得た上で

それぞれのさつまいもがどんな消費者に向いているのか，

また自分自身の生活スタイルではどれを選ぶべきかを考え

る授業となった。ICTの活用やグループでの意見共有を通

して学びの自己調整の場を提供し，粘り強く学習に取り組

む場の提供を行うことができたが，生徒に提供する情報に

よって生徒の思考が大きく左右されてしまうため，売ってい

る場所や糖度や産地，農薬の有無など与える情報につい

ては精査する必要がある。川越市の特産品であるさつまい

もという生徒にとって身近な食材を扱ったことにより，グルー

プでの取り組みだけでなく，個人での作業もスムーズに行う

ことが出来た。発表の時間は設けず，各グループが作成し

たJamboardを閲覧する時間を設けたことにより，適切な解決

方法を考える手だてが広がったと考える。 

図３ 生徒の話し合い活動の様子 



 

 

③生徒の感想 

 生徒の感想から，値段や本数などお得さも大切である

が，産地や糖度，売っている場所の利便性や地産地消を

意識した記入が見ることができる。初めに選んだ商品と変

わった生徒もおり，安さだけではなく，自分や家族の生活ス

タイル，使用する量や頻度から最適な商品の選択につな

げることができた。 

 

 

４成果と課題 

（１）研究の成果 

 今回の研究で３年間を見通した年間学習指導計画を

作成したことにより，社会との授業内容の関係や時間数と

の兼ね合いで第3学年での学習に偏りがちであった「消費

生活・環境」の内容を「家族・家庭生活」「衣食住の生活」

の内容とも関連させ，３年間を通して継続的に授業に組

み込むことができた。家族や衣食住といった生徒の生活

と関りが深い内容と「持続可能な社会を目指して」の内容

を合わせた授業を繰り返し実施することで，自分の立場だ

けでなくさまざまな視点から物事を捉え，自身の行動反映

させることができる自己調整力とすぐには答えを出さず，

考えつづけることができる粘り強さを備えさせたい。 

また，消費生活と環境で取り扱う内容は社会情勢とも密接

に関わっており，最新の情報収集や教材研究が欠かせな

いものだからこそ，生徒が自分事として捉えられるような題

材設定が重要であると改めて認識した。生徒の生活に深く

関わりのある題材を設定することで，自ら考え主体的に活

動する問題解決能力を育成できると考える。 

（２）今後の課題 

 今回の授業実践は川越市で実施したため，地域の特産

品として生徒にも身近なさつまいもの選び方を題材とした

が，生徒や学校の実態によって左右されにくい，中学生に

とって身近な題材を提案したい。また，金融など専門的な

知識や最新の社会情勢を踏まえた授業を行っていくため

に企業や外部指導者の導入を活性化させたいが，教員に

対する実態調査の結果より，「どこに依頼して良いかわから

ない」「打合せの時間がとれない」といった理由から，約９割

が実施できていない現状がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒が既習事項や 自分の生活と関連付けて考え，適切な

解決方法を選び，実践に向けて具体的に取り組んでいき

やすい授業とするためにも，外部指導者の導入を進めてい

けるような手だてを考えたい。また，問題解決的な学習のた

めに，ICTの活用に重点を置いた研究を進めていきたい。

生徒の生活にとってインターネットやSNSはなくてはならない

ものになっており，授業の中でも積極的に活用していくこと

で，より自分の生活経験やライフスタイルに近づけて実生

活に寄せた学習としていきたい。コンピュータなどの情報手

段を活用して調べたり，発表したりなどより効果的なICTの

活用をするための教材研究を進めたい。 

図５ ワークシートより生徒の記述 

図６ 「消費生活と環境」の授業で、」次のよう

な外部指導を導入していますか。 

図４ 付箋ツールを使った意見の交換 


